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ロータリーは機会の扉を開く 

 

四つのテスト 

Ⅰ．真実かどうか 

Ⅱ．みんなに公平か 

Ⅲ．好意と友情を深めるか 

Ⅳ．みんなのためになるかどうか 

THE ROTARY CLUB OF TAKATSUKI  国際ロータリー 第２６６０地区 

事務所 〒569-1116 高槻市白梅町 4-1 高槻阪急 6 階 

    TEL 072-683-1158  FAX 072-683-1174 

    URL  http://www.takatsukirc.org/ 

    E-mail takatsuki.rc@bird.ocn.ne.jp 

例会日 毎週水曜日 12:30～13:30 

例会場 高槻阪急 6 階 多目的ホール TEL 072-684-5379 

創 立 1954 年 6 月 15 日 

会長 井前憲司 幹事 内本繁 クラブ運営委員長 長山正剛 会報担当副委員長 坂野信一 
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高槻ロータリークラブ 

 

6月はロータリー親睦活動月間 

 ◎会長メッセージ 

 

コロナの更なる強毒化に伴い、我々は不安感を増し
ています。医療崩壊と言う言葉が飛び交い、急速に悪
化するかも知れないという恐怖と、一方ではワクチン
開始と普及による安堵感が最近交錯しています。さて、
今回はロータリークラブの根幹である職業奉仕をどう
理解したらよいのかです。現実の社会生活を送る中、
RC の理念をどう理解すれば良いのか。日本人にとって
はこの職業奉仕は少し難解な感じがする言葉ではない
でしょうか。この一年足元（いわばロータリー精神と
いうもの）をまず見つめようと提案しましたが、これ
を解く手がかりはマックス・ウェーバーにありそうで
す。彼は 1905 年アメリカを旅行したあと経済発展の原
動力は何かを考察し、いわゆる「プロ倫」（プロテス
タンティズムの倫理と資本主義の精神）を出版しまし
た。アメリカは正にこの年イギリスを追い越して世界
一の工業国になりました。商業道徳なしで、がむしゃ
らにのし上がってきている印象です。ロ－タリーが初
期、会員数が伸びたのは信頼できる会員と安心して取
引出来るというところにありました。ウェーバーが見
たアメリカは、法を横に置いてでも伸びていくための 

競争を繰り広げている国でした。彼は母国ドイツを発
つ前から人々の心の奥に潜んでいる宗教心に関心を持
っており、特にプロテスタントが経済成長に関係があ
るのではとみていました。今でこそ宗教色は薄れてき
ていますが、今年の大統領就任式でも聖書に手を置い
て誓いを述べ、神の加護を求めるなど宗教心は残って
います。その頃に戻ると、欧州ではあと 10 年で第一次
世界大戦が始まり、日本は中国に対華 21 カ条を突きつ
けてアジアを不安定化させている時期です。ロシアで
は革命が起こるし世界中が混沌としており変革の渦が
巻き起こっていました。ロータリーでは 1906 年に最初
の定款が作られ「親睦」と「事業上の利益の増大」が
あ 
 
 

◎臨時休会のお知らせ 
・大阪府への緊急事態宣言の期間延長を受け、6/16(水)
の例会は休会とさせていただきます。緊急事態宣言が
6/20(日)で解除された場合、6/23(水)より例会を再開
致します。6/23(水)の例会はガバナー補佐エレクトが
来訪、併せて新入会員の入会式も行うことになってお
りますので、時短例会では時間的に無理があるため、
食事の提供はありませんが 1 時間例会(12:30～13:30)
での開催と致します。6/30(水)の例会は、食事なしの
時短例会（12：30～13：15）での開催となります。7/7(水)
以降の例会につきましては、改めてご連絡致します。 

 
 
◎皆出席表彰に該当の会員の皆様へ 
・この度は、おめでとうございます。4 月度皆出席表彰
のお祝いのお品（図書カード）は、ご自宅へ郵送させ
ていただきます。ご了承いただきますようお願い申し
上げます。 

 

 

5 月度皆出席表彰 
 

該当者なし 

   
◎  ソング・・・手に手つないで 
◎ ガバナー補佐エレクト訪問 
◎ 卓話  本多 了君 

「 ロータリー活動に伝え遺したいこと 」        
◎ 例会後の行事 

現クラブアッセンブリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3236 回 次週（6/23）の例会 
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掲げられました。ここで、プロテスタントとは、言うま
でもなくルターの宗教改革でカトリックから分かれた
宗派ですが、共通しているのは死後の審判に対する畏れ
です。日本人は、輪廻転生で死後何回でも生まれ変わり、
その輪から脱するため業を行い悟りを開きますが、キリ
スト教では審判は一回きりです。この審判を巡る考え方
で、カトリックは免罪符を発行（販売）して地獄行きを
免れさせるが、プロテスタントは、地獄に行くかは神が
すでに定めており現世では上から与えられた仕事を＝
天職として邁進する（これをウェーバーは禁欲という言
葉で表現しています。誤解しやすいので注意）。その結
果死後の審判で天国に行くか地獄に落ちるかは神のみ
ぞ知るとされています。そこで一生懸命働いた結果、利
潤が生まれ、その行為は隣人への善行であるとみなされ
ました。この考え方は正にロータリーの職業奉仕の理念
そのものではないでしょうか。ポール・ハリスはロータ
リーの倫理原則を、新しいものではなく昔からあったも
のを取り入れただけと言ってますが、いわゆる WASP
（White Anglo Saxson Protestant）の職業観そのもの
だったのです。その意味でロータリークラブが拡大して
いくにあたって、精神的な障壁はなかったものと推測さ
れます。日本にも怠惰にしているとお天道様に笑われ
る、とか先祖に顔向けが出来ない、など勤勉に働く精神
土台は共通です。米山さんが日本に持ち込む素地は充分
にありました。これで会長の時間を終わります。 
 
 
◎幹事報告 

・高槻商工会議所より「会員名簿」た届いております。
事務局で保管しておりますのでご覧ください。 

 
 
◎委員会報告 

〇社会奉仕委員会            石田 佳弘 
・三好長慶顕彰碑建立委員会より「三好長慶顕彰碑完成

のお礼」と記念品（手ぬぐいとポケットティッシュ）
が届いております。三好長慶顕彰碑建立に際し、当ク
ラブより協賛金として 1 万円を寄附しており、寄附者
の名前は台座に銘記されております。お時間がござい
ましたら、摂津峡公園桜広場に設置された三好長慶の
石像を見学しに行ってみて下さい。 

 
 

 


